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１．目的と方法 

 

１）目的 

認知症の人の増加が続く中、認知症になってからも一人ひとり本人が、安心・

安全・スムーズに外出を続けられるまちづくりが、全国すべての地域での重要な

課題となっている。 

そうしたまちづくりを推進していく一環として、認知症介護研究・研修東京セ

ンターでは、令和 3 年度（2020 年度）に「希望をかなえるヘルプカード」の研

究開発を行い、その普及に努めてきている。 

本事業では、各自治体や地域で、認知症の人のヘルプカードの周知・利用促進

を円滑に図っていくために、「希望をかなえるヘルプカード」の活用と成果を解

説した啓発動画等を作成し普及を行うことを目的とする。 

 

２）方法 

１）「希望をかなえるヘルプカード」の普及・活用に関する事例調査 

（１）普及説明会の開催 

「希望をかなえるヘルプカード（以下、カードとする。）」の普及を始める地域

（5地域）において、カードの普及説明会を開催した。 

（２）普及や活用に関する感想や意見、課題に関する調査 

説明会を実施した主催者及び参加者から、今後の普及や活用に関する感

想や意見、質問等を収集した（説明時の質疑応答やアンケート、説明会後

の聞取り）。 

 

２）「希望をかなえるヘルプカード」解説動画の作成 

（１）共通の効果的要素および課題の抽出 

上記の結果をもとに、普及や活動を促進する上で効果的であった要素、お 

よび課題となったことの共通点を抽出した。 

（２）効果的普及・活用促進のための動画制作 
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（１）をもとに、今後どの地域でも、より円滑かつ効果的に普及・活用促

進を行うために活用できる「希望をかなえるヘルプカード」の解説動画の構

成、内容、使用画像、所要時間等を検討し、動画を制作した。 
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２．事業経過・結果 

 
１）希望をかなえるヘルプカードの普及・活用に関する事例調査 

（１）普及説明会の開催 

    今後の幅広い普及を意図して、主催者の立場や参加者の属性が異なる

以下の５か所（地域）で普及説明会を開催した。 

① 埼玉県羽生市民生委員・児童委員協議会主催 年次総会 

  開催日：令和 5年 6月 5日 

  参加者：民生委員・児童委員 106 名 

 

② 東京都西東京市ひばりが丘公民館主催 高齢者講座 

開催日：令和 5年 9月 25 日 

参加者：地域住民、民生・児童委員 20 名  

オブザーバー：地域包括支援センター、社協、市職員 5 名 

 

③ 北海道北見市地域食堂きたほっと主催、地域懇話会 

開催日：令和 5年 11 月 12 日 

参加者：地域住民（認知症の人も含む）、自治会長、地元企業関係者、 

    地域密着型サービスのケア職員 25 名  

 

④ 東京都世田谷区認知症在宅生活サポートセンター主催 認知症本人の

集い 

開催日：令和 5年 11 月 15 日 

参加者・認知症の本人、同行の家族・支援者 15 名 

 

⑤ 杉並区主催 地域包括支援センター（ケア 24）センター長会 

開催日：令和 5年 11 月 22 日 

参加者：地域包括支援センターのセンター長,認知症地域支援推進員  

計 40 名 

＊なお、説明会においては、東京センターの普及資材（チラシ、スタートガイド、 

カードのひな型、動画）、説明用パワーポイント（巻末資料参照）を用いた。 



4 
 

 （２）普及や活用に関する感想や意見、課題に関する調査結果 

   ①説明を聞いての主な感想・意見等 

    ＜認知症の本人＞ 

    ・これを持ってると、安心できると思う。 

    ・忘れちゃうだけでなく、とっさに言いたいことを言えないことが多い。

これに書いておいて、出せば伝えられるから、とてもいい。 

    ・すぐ使えそう。 

＊この方は、説明会会場で、即、カードに自分の連絡先等を記入。 

 手提げ袋に入れて、帰路につかれる。 

＊その後、ネームホルダーを使ってカードの携行を継続中。 

    ・もともと、外に出るときは住所や連絡先を書いた紙をカバンに入れて 

     出かけていたけど、すぐくしゃくしゃになったり、字が薄れたり、 

     どっかにまぎれ込んでしまう。このカードがあると、便利。 

    ・お金がかからず、手軽。 

    ・市のマークとか入っていると、安心してもちやすい。出した時に  

     相手も信頼して関わってもらいやすいと思う。 

    ・みんなが持つようになると、自分も使いやすい。 

    ・みんなが持てるように、宣伝してほしい。 

＜本人の家族＞ 

    ・おとうさん（夫）が外に行くときは、心配で一緒に行くようにしてい

るが、いつもついていけるわけではない。こうしたカードをおとうさ

んがもっていてくれれば、安心。外に出るのを止めなくても済む。 

    ・赤いヘルプマークを母のカバンに付けてある。でもマークをつけてい

るだけ。見た人に声をかけられても、母はどうしていいかわからない

と思う。このカードは、具体的なことを書けるのがいい。さっそく母

と話してつかってみたい。 

    ・こうしたカードを、もっと早く教えてもらいたかった。病院や介護の

人たちが最初に教えてくれたら、気持ちの面でも違ったと思う。 

    ・だんだん認知症が進んでいる。残りの時間、少しでも外に出て楽しく

暮らしてほしい。どこに行って、何をしたいのか、ちゃんと聞いてな

かった。カードをみながら、聞いてみたい。 
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＜地域住民、自治会長、民生・児童委員＞ 

    ・認知症になってからも、こんなカードをもって、どんどん外に出かけ

ている人がいるのを知らなかった。認知症のイメージが変わった。 

    ・自分ももし認知症になったら、カードをもって好きな所に行きたい。 

    ・自分はまだ認知症になってないけど、どこかに行くときや、いざとい

う時に、役立つと思う。持っておきたい。 

    ・元気な頃から使って馴染んでおくといいと思った。 

    ・友だちに紹介したい。 

    ・認知症だけでなく、耳が遠い知り合いに紹介したい。 

    ・家族とかにもたされるのは嫌だけど、自分が好きな所に、自由にでか

けるために、自分で持つ、というのがとてもいい！ これからは、 

     こうした考え方の高齢者が増えていくと思う。 

    ・本人がもってくれると、家族も安心。 

    ・近所には、家族のいない一人暮らしの人がたくさんいる。このカード

を配って、もつといいよと勧めたい。 

・家族だのみでなく、こういうのを使って、地域の人たちがちょっと

助け合う、そんなまちにしていきたい。 

    ・お年寄りや認知症の人を地域で支える活動をしてきている。これまで  

はどちらかというと、困っているのを助けてあげるという意識だった。

今日の説明で、本人がやりたいことをいっしょにかなえよう、といわ

れてはっとした。いつも支援しているお年寄りの顔が思い浮かんだ。 

もともとは、趣味とか旅行とか、楽しんでいた人たち・・・。こうし

たカードがあることを伝えて、少しでもまちのなかで楽しんだり元気

になってもらいたいと思った。 

 

＜地元のお店、企業の人たち＞ 

    ・認知症かな？という人たちが、たくさんいる。何とか対応はしている

けど、その人がこういうカードをお店で使ってくれたら、助かる。 

    ・今、スマホとか、アプリとかが急速に広がっていて、お年よりでも 

     使う人が増えている。でも、使えない人が圧倒的に多い。このカード

はアナログで単純でいい。地元のお年寄りが使えるように、市とし

て広げてほしい。 
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    ＜地域包括支援センター、ケア職員、行政職員＞ 

・ 使用時は行いたいことを事前にシンプルに決めておくことが必要と

感じた。 

・ まず希望する人に使っていただき、学びたいと思います。 

・ ただ、認知症でなくても援助希求が高い人は少ないため、支援者側

がユーザー目線で普及に務めることが肝要です。    

・ ヘルプカードの普及とともに、認知症への理解が進む取り組みを当

事業所としても推進していきたいと思います    

・ ヘルプカードは、当事者と支援者のお互いのためになると感じた。 

・ 渡しても持ってもらえるだろうかと思ったが、話しながら一緒に作

ることが納得に繋がり持ってもらえるのだとわかった。一緒に作る

作業も面白そうだと感じた。  

・ 認知症カフェや、地域連絡会で紹介し、活用方法など話し合えたら

と思いました。    

・ ヘルプカードが、無事に目的地や自宅にたどり着くことのみを目的

にしているものではなく、認知症になっても希望をもって望む暮ら

しを続けること、本人が中心という理念を地域の中で浸透させるき

っかけ、認知症観を変える糸口になり得るという点に共感しました。 

・ ヘルプマークをそのまま導入することに限らず、地域に合ったやり

かたを、地域の人と相談しながら進めていかれたらと思います。 

・ 新しい認知症観のイメージが具体的に理解できました。ヘルプカー

ドは、新しい認知症観の普及啓発の入り口として使用しやすいと感

じました。 

・ なかなか認知症の古い偏見を拭うことは大変なことですが、地域特

性に合わせて工夫して活用していきたい。    

・ ヘルプカードのコンセプトは理解できたが、実際の利用活用につい

てのイメージがまだわかない状態。 

・ R6 年のステップアップ講座で 説明会を実施したいと思います。  

・ 何事もツールがあると啓発がしやすい。 

・ 地域包括支援センターからも住民に説明をしていきたいです。  

 

                           次ページにつづく 
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    ＜地域包括支援センター、ケア職員、行政職員＞つづき 

・ 今後「認知症と診断されたけど、社会との繋がりを持ちながら今ま

で通りの生活を続けたい」「やりたいことをうまく伝えられない」と

いう方がいらっしゃれば、カードを活用したいと思いました。また、

家族介護教室のような場で、一般の方に広く周知する方法も検討し

たいと思います。 

・ 事例を説明いただき、参考になりました。ただ、認知症であること

を認めて頂くというハードルは高いので、予防的に作っておきまし

ょうという活動からスタートかなとかんじました。   

・ 地域づくりの各種活動でご紹介、普及啓発が出来そうです。認知症

の方も、そうではない方も共に楽しく取り組めれば、キッカケにな

ると感じました。 

・‘画一的に）すぐにではなく、今後地域の助け合い協力機関等に声を 

かけて、地域の協力員さんも含めたグループワークをしていきたい。 

・ 改めて、「暮らし続ける」本人主体の支援の新しいツールであり、そ

れが本人発信なのだと理解できた。今後、コロナでストップしてい

た地域の協力機関にも広げていきたい。 

・ 認知症施策でいろんなことをやっているが、事業をやること・こな

すことが目的になってしまいがち。今日の説明を聞いて、認知症カ

フェや本人ミーティングや一体的支援とか、医療や介護サービスで

も、全ての事業で、本人の声を聞いて、のぞみをかなえることをみ

んなでやっていけるといいと思った。そうしたら、もっとシンプル

になるし、関係者がみんな同じ方向をむいて、いっしょにがんばれ

るとおもった。 

・ 認知症で行方不明の人が増えている。模擬訓練や GPS の貸し出しと

かをやっているが、行方不明になってしまってからの対策。もっと 

その前に、こうしたカードをつかうことで、行方不明をかなり防げ

るはず。普及・啓発や見守りの体制づくり。地域包括やケアマネの

集まりなどで、このカードのことを伝えて、一人からでも行方不明

を減らしたい。 

・ 災害がいつ起きるか、わからない。災害時のためにも、このカード

を市として広げていきたい。 
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②説明後に寄せられた主な質問及び要望 

  今回開催した説明会の主催者及び参加者から、以下のような質問や要

望がよせられた。 

 

   ＜質 問＞ ➡３．解説動画の制作に反映 

   ◇国の大綱では、２025 年までに全自治体でヘルプカードを周知・利用促

進となっているが、進捗はどうか。 

◇誰が使えるのか。認知症でないと使えないのか。 

ヘルプカードは、認知症の症状が軽度や中等度の方が対象か。重度の人 

に対してはどうか。 

   ◇どうやって使い始めたらいいのか。 

   ◇すでにあるヘルプマークやヘルプカードとの違いは。 

   ◇どこで入手できるのか。 

   ◇ただカードを普及するだけでは、使ってもらえないと思う。実際に使っ

てもらえるための工夫は？ 

   ◇カードの普及はとても必要だと思うが、認知症の人の場合、カードをも

つ場合に、危険な目にあうこともありうるのでは？それを防ぐための 

配慮は？ 

 

   ＜要 望＞ ➡３．解説動画の制作 及び４．今後の展開に反映 

   ◆カードを地域で普及したいが、わかりやすく説明する自信がない。 

導入時に使える、誰にでもみてもらいやすい動画があるといい。 

   ◆説明の話をきくだけではなく、その場で実際にカード手にして、 

    一緒に話しあったり、書いてみることが、利用につながると思った。 

    参加者に配れる数のカードの入手方法やコストを、市側で考えていた

だきたい。 

   ◆説明会の中でのカードを使って外にでて、本人が元気になり、家族や 

    地域の人たちも喜んでいる実例が、非常に参考になり、刺激になった。 

今後、このカードの活用が各地で広がっていくと思うが、その中でも 

    いいエピソードを集めて、共有していただきたい。 

   ◆普及や活用を進めていきたいが、その中で教えてほしいことや困った

ことが起きた時、東京センターで相談を受け付けてほしい。 
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３．「希望をかなえるヘルプカード」解説動画の製作 

 
 どのような解説動画を製作するか、説明会を通じて寄せられた感想や意見、質

問や要望をもとに、以下のような方針をたてた。 

 

＜製作の方針＞ 

１．ねらいをクリアに、わかりやすく、 

どの地域でも、どのような主催者でも、またどのような参加者でも、 

「希望をかなえるヘルプカード」のねらいを理解でき、それぞれの地域の中

で、多様な人たちがカードを知り、いっしょにつかっていくきっかけとなる 

動画とする。 

 

２．実際の利用につながるように 

  動画を見ておしまい、情報をえておしまい、にならないように、カードを活

用する意義やメリット、活用してみることで生まれる変化や成果、活用実例を 

 盛り込み、「利用してみたい」という関心や意欲を喚起する動画にする。 

 

３．カードの理解のみではなく、新しい認知症観や地域での支え合いの促進を 

  希望をかなえるヘルプカードは、小さくて簡便なカードではあるが、認知症

の本人の発信力を高め、社会参加や地域の認知症バリアフリーを具体的に促

進し、地域共生を推進していくツールである。 

  希望をかなえるヘルプカードのことのみを紹介して、単発的に普及するた

めの動画にせずに、全体を通じて、新しい認知症観や地域での支え合いを促

進するための前向きな動画とする。 

 

４．気軽に使え、気軽に見てもらえる、導入となる動画 

  多様な立場の人たちが、様々な機会に、希望をかなえるヘルプカードを 

紹介できるように、研修会や講座、会議、地域の多様な集いの場で。 

短時間でも気軽に使え、参加者に気軽に見てもらえる動画に。 

また、見たあとに、一緒に話しあってみる導入として使える動画とする。 
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この方針をもとに構成、内容、使用画像、所要時間等を検討し、動画を制作した。 

希望をかなえるヘルプカード 動画（完成版） 2023年 12月 
 
画面 テロップ 

（♫〜） 

 

 

 

 
 

 

 
（ナレーション） 
行きたいところに自由に行ける 
私たちが活き活き‘暮らしていくために、 
外出はとても大切です。 
一方で 誰もが少しづつ歳をとり、場合に
よっては、認知症のために外出先でちょっ
と困ったり、道に迷ってしまう人たちが 
今とても増えています。そんな中でもあき
らめないで希望を叶えるヘルプカードを使
って外出を楽しみ続ける人たちが全国で増
えています。 
このカードをみんなで使って、これからも
街に出かけて元気に暮らしていきましょ
う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
（永田：顔出し） 
「それでは、希望をかなえるヘルプカード。
実際にどんなものか実例も交えてお伝えさ
せていただきます。」 
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(♫) 

 
 
 

 

 

 

 

 
 
（解説：永田） 
希望をかなえるヘルプカードとは、自分な
りの外出を安心安全スムーズに続けるため
にあらかじめ作っておいて必要な時に自分
が出して使うカードです。 
 
東京センターでは、このヘルプカード、も
っと気軽に、あと伸びやかに使っていただ
くために、こんな鳥のマークのカードを作
成して今普及をしているところです。 
 
 
 
一人一人が自由に具体的に記入していきま
す。外出先で何をしたいのか、その時に周
囲の人にちょっと分かってほしいこと。お
願いしたいことを書いていきます。 
実例を載せてあります。一人々にとって必
要なことを書いておきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
持ち方や使い方も自由です。首から下げる
ネームホルダーに入れたり、カバンに付け
ておいたり、お薬手帳とかいつも持ち歩い
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ているものに入れておく。それぞれ自分な
りの工夫をして使います。 
 
 
 
使い始めたことで、さまざまな用途やメリ
ットが見えてきています。 
 
 
 
 
 
まずは一人で安心な安全な外出を無事にス
ムーズに行って帰ってこれる。 
 
 
 
2 番目として、買い物やお金をおろす ATM
窓口外出先で慌てずに自分でできるために
使う。 
 
 
3 番目のように、交通機関の乗り降り、ある
いは乗り換えで間違いなくスムーズにそん
なためにも使われています。 
免許返納した後の人も、外出をあきらめな
いためにこんなカードを使い始めていま
す。 
 
 
4 番目として、なかなかの周りから気づい
てもらいにくい言い出しにくいことを分か
ってもらうためのコミュニケーションツー
ルとして使われています。 
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そして 5 番目。普段はあんまり必要ないよ
うだけど、災害の時や体調が急変したり、
事故の時、そんな時の備えとして持とう、
持つととっても普段から安心。いざという
ときに役立つ。そんなメリットも報告され
ています。 
 
 
実際のメリットです。 
 
 
 
 
 
本人も何よりもうれしい。自分で外出をし
て安心安全スムーズに外出が楽しみ続けら
れる。元気や自信がわく。あと使ってみる
と、みんなが親切ってことも見えてきてい
ます。 
 
 
ご家族も本人を見直した。外出を止めずに
済む。ご家族同士でこのカードを使ったこ
とで仲良くなった。負担も減ってくる。 
街の人にもっと頼っていいんだってそんな
気持ちになれた。 
 
 
 
そして、医療ケアの専門職も自立の支援に
役立つとか、地域の理解が広がる。 
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（♫〜） 

 

 

 

 
 
 
 
何よりも地域の人やお店企業の人たちがイ
メージが変わる。高齢者だって認知症の人
だってもっと街に出て、あと自分で伝えて
自分で望みを伝えながら、いきいき暮らし
ておられる。なじみのお客さんにこんなカ
ードを使って通い続けてもらいたい。そん
な声が今 多く上がってきています。 
 
（永田：顔出し） 
それでは、実際に使ってみている例をご覧
ください。 
 
 
 
 
 
 
（ナレーション） 
こちらの男性は、認知症と診断されてから
一人での外出を控えていましたが、カード
を持って外出を再開しました。 
 
 
 
 
 
 
 
（奥さん） 
こういうカードを示すのも  
違和感ていうか・・・ 
出しても、認知症という言葉を 
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隠そうという気はなくなった 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ご主人） 
「確かに頼りはしている。 
 
最終的にはこれを使えば何とかなるかなあ
という、うん安心感というのは大きいです
よ。誰かに頼れる。頼ったら答えが返って
くる。 
 
 
 
でも、それを支えてくれているのがこれで
すよ！」 
 
 
（奥さん） 
「昔の主人はこうだったいうのを 
最近・・・あの」 

 
（ご主人） 
「見直したか（笑）」 
 
 
（ナレーション） 
こちらの男性は、どこに出かけたいのか、
自分なりの望みを家族と話しあい、 
いっしょにカードをつくりました。 
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「タケノコ採りや野菜作り、買い物にも出
かけたいと思う。カードはいつも持って歩
いて外出している。何かあった時に備えが
一番大事。大切だぜって。」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（ナレーション） 
こちらの女性は、窓口での手続きや用足し
は、家族や介護職員にお任せしていました
が、ヘルプカードを使うようになって「自
分でできる」喜びと元気が蘇ったといいま
す！ 
 
北見市では市のマーク入りのカードを作成
し、積極的に普及を始めています。          
 
一緒にカードをつくり、お店で利用したり、
災害時などに備えてカードを持つ人たちが
増えています。 
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（ ♫ 〜 ）

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
（永田：顔出し） 
それでは皆さんからお寄せいただいている
質問にお答えさせていただきます。 
 
 
 
 
 
（解説：永田） 
誰が使えるのかっていう点です。実はこれ
ルールがありません。使ってみたいなって
思った人が誰でもOK です。若い人も、 
もう本当に 90 代 100 歳の方でも使い始め
ておられます。 
認知証がある場合も、ちょっと始まりの頃
かなという方から、かなり進行した方まで
使っておられます。 
是非ちょっと使ってみようってチャレンジ
をしてみていただきたいです。 
 
 
 
 
 
（解説：永田） 
いきなり使うっていうよりも、まずはちょ
っと楽しく話し合ってみることがとても 
有効です。自分で行きたいところ、続けた
いことは何か、できるだけ自由に、あそこ
に行きたい。本当はこういうことしたいな
とか諦めがちだったことも浮かび上がって
きます。そんな内容をすぐ書いて、すぐ持
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（♫〜） 

 

 

 
 

（♫〜） 

 

 
 
 
 
 

（♫〜） 

ち歩いてますが、使ってみることが大事で
す。 
 
 
 
 
 
 
 
（解説：永田） 
これまですでにヘルプマーク、そしてヘル
プカードというのが、皆さんの地域でも広
まっているかもしれません。希望をかなえ
るヘルプカードの違いは、より具体的なこ
とを書ける。あとですね。のびのびとこの
鳥さんマークのカードを持って、ね！こう
のびのびともっと自由に使っていこうとい
う。より伝えやすく、自由にというそんな
特徴があります。 
 
 
 
 
 
（解説：永田） 
ぜひ、皆さんの地域の役所や地域包括支援
センター、そして各市町村に認知症地域支
援推進員って方がおられて、この希望をか
なえるヘルプカードの普及を始めておられ
ます。ぜひこんなカード使ってみたい。そ
ういう役所の方等とも話し合ってみてくだ
さい。 
 
まだそういうカードがないっていう地域は
カード白紙のもの、お手元にあるコピー用
紙等からでも使い始められますので、どう
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（♫〜） 

ぞ自由にまずは書いて使ってみることで
す。 
 
 
あと今日ご紹介した鳥さんマークの希望を
かなえるヘルプカードってネットで検索し
ていただくと入手できますので、ぜひ参考
にしていただきたいと思います。 
 
（永田：顔出し） 
いかがだったでしょうか。希望をかなえる
ヘルプカード一人一人皆さんから、ちょっ
と使い始めてみませんか。 
想像以上に楽しみや自由、これからの毎日
を外出しながら自分らしく暮らしていくた
めにきっと役立つと思います。誰かお仲間
にも教えながら一緒に使ってみてくださ
い。 
 
 
 
 
 
（ナレーション） 
みなさんも希望をかなえるヘルプカードを
使って、行きたいところへ出かけていきま
しょう！ 
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【END】 
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４．今後の展開にむけて 

 今回の事業を通じて、「希望をかなえるヘルプカード」への住民や専門職、行

政関係者の立場を超えて、関心やニーズ、利用意向が高いことが確認された。 

 今回製作した動画を活かしながら、今後どう展開していくことが必要か、調査

で得られた質問と要望を踏まえて検討した。 

 

１）「知られていない」を解消していく 

 国の「認知症施策推進大綱（2019 年）」に、2025 年までに、全自治体でヘル

プカードの普及・利用促進を図ることとしているが、 

住民はもとより、ケア専門職や行政関係者でも大半が、ヘルプカードの存在や、

それを認知症の本人が使えることを知らない現状が確認された。 

 今回製作した動画を、全国の自治体や認知症関連分野の専門職に幅広く広報

していくとともに、認知症以外の多様な分野の関係者にも積極的に PR してい

くことが必要である。 

 

２）「使ってみたい」に応える：資材を入手し活用につながるしくみづくりを 

「希望をかなえるヘルプカード」の説明後に、「カードが欲しい」という声が

多数寄せられ、その場でカードを入手できることが、実際の利用につながりや

すいことが確認された。 

今後、動画を各地域で活用していくと、カード入手の需要が高まることが予

想され、カードを参加者の人数分用意したり、身近な地域の場（地域包括支援

センターや様々な介護事業所、医療機関、公民館、図書館、地元で協力してく

れるお店等）で入手しやいしくみを自治体等が中心になってつくりだしていく

ことが求められている。 

今回をきっかけに市として事業化した市もみられた。今後、そうした先行地

域の具体的な情報を収集し他地域にも伝えたり、しくみづくりを検討している

自治体等と情報・意見交換をしながら、施策や予算、その地域ならではの資源

を活かして、カードの普及、そして実際の活用につながるしくみづくりの具体

化を進めていく必要がある。 
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３）「使ってみてこうだった」という実例を集め、共有を 

  説明時に実際にカードを利活用している実例が参考になり、自分でも実際

に使い始めたり、他の人に勧めていく動機づけになったという声が多くよせ

られている。今回、説明会を主催した組織（地域）で、参加者のその後を丁寧

にフォローしたり、参加者がまた集まる機会をつくり、利活用の情報や工夫、

使ってみてのエピソード等を互いに伝え合いながら、カードの普及・利活用

促進を継続的に進める組織（地域）もある。 

  今後、普及を始めた自治体や関係者との継続的な連絡や関係作りを行い、 

実際に利活用をしている実例の情報をできるだけ具体的に収集し、それらを

広く共有していく仕組み作りが必要である。 

   

４）「もっと知りたい」「よりよく」という主体的な思いや力を活かしあう 

  今回の説明会を通じ、希望をかなえるヘルプカードについての質問と同時

に、認知症施策や新しい認知症観や認知症になってからの地域での暮らし方・

支え合い方等に関する相談や問い合わせも寄せられている。 

 希望をかなえるヘルプカードは、本人の発信や社会参加、地域共生を進める 

ためのツールであり、カードの説明や普及をきっかけに、日頃潜在していたニ 

ーズや暮らしや地域をよりよくなんとか変えていきたいという主体的な思い

や力が引き出される可能性の現れと考えられる。 

 今後は、カードの普及や利活用の促進自体を目的化せずに、カードを通じて 

浮かび上がってくる、本人自身、そして家族や地域住民、企業、専門職や行政

担当者等の、暮らしや地域をよりよく変えていきたいという主体的な思いや力

を大切にとらえ、それらの人たちが出会い、つながり、ともによりよい暮らし

や地域を育てていく共生・共創の地域づくりに展開していくことが望まれる。 

  

折しも、2023 年 6 月に「共生社会の実現を推進するための認知症基本法」

が成立し、2024 年は基本法元年にあたる重要な年となる。 

 こうした施策・社会の動向も踏まえながら、認知症介護研究・研修東京セン

ターでは、今回の研究事業を通じて得られた情報や知見、製作した動画を最大

限に活かし、「希望をかなえるヘルプカード」を全国各地、それぞれの地域で

認知症の本人や地域の人たちが一緒に利活用しながら、（小さな）共生の実際

を生み出していくことを推進し続けていきたい。 
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５．参考資料：希望をかなえるヘルプカード説明会資料 
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